
 

 

 

 

 

 

 

  

 

   
 

損保総研では、機関誌「損害保険研究」を5月、8月、11月および2月の年4回発行しており、今般8

月25日に第76巻2号を発行いたします。 

本誌は学者と実務家による損害保険ならびにその関連分野に関する研究・調査発表を通じ、研究

者・実務家双方にとって有益かつタイムリーな情報を提供することにより、損害保険に係わる学術

振興ならびに損害保険事業の発展に寄与することを目指しております。 

 

★第76巻第2号の掲載内容 
【研究論文】 

「クレジット・デリバティブ取引に対する保険契約法・保険監督法の適用可能性の検討」 

  島根大学准教授 嘉村 雄司 

「Warrantyの法理 実務的視点を交えた考察」－米国の事例を踏まえて－ 

     東京海上日動火災保険株式会社 課長（ニューヨーク駐在員）新谷 哲之介 

 

【研究ノート】 

「企業年金制度運営におけるリスク低減志向の高まり」 －米国の事例を踏まえて－ 

日生協企業年金基金 江淵 剛 

 

【講演録】 

「消費者裁判手続特例法により保険会社が直面する法的諸問題」 

       中央大学法科大学院教授 落合 誠一 

「保険募集・販売ルールの変革と募集実務への影響」 

 －金融審議会「保険ＷＧ報告書」をどう受け止めるべきか－ 

丸紅セーフネット(株)常勤監査役 栗山 泰史 

 

【判例報告ならびに研究所事業紹介】 

 「損害保険判例研究会」判例報告 

 「2013年度下期 調査・研究報告書 

         『諸外国における損害保険協会等の業界団体システムの状況』」 

 「2014年度『損害保険研究費助成制度』応募受付のご案内」 

 「損保総研レポート第107号」概要 

 
学術と実務の調和という観点から、本号についても大変興味深いテーマを集め、掲載しておりま

すので、この機会に是非ともご購読をおすすめいたします。 

 

  

 

 

 
この資料は、保険関係業界紙各社へ同時に配布しております。 

本件に関するお問い合わせ先 

〒101-8335 千代田区神田淡路町2-9 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

編集室  佐藤修三  TEL 03-3255-5513 
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                                         2014年 8月１9日 

            （公財）損害保険事業総合研究所 

8月25日発刊「損害保険研究」76巻2号のご案内 


